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1.  平成25年3月期第2四半期の業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

（注）平成24年３月期第２四半期につきましては、四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないため、記載しておりません。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 1,914 ― △135 ― △139 ― △148 ―
24年3月期第2四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △38.44 ―
24年3月期第2四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 5,026 1,418 28.2
24年3月期 5,339 1,566 29.3
（参考） 自己資本  25年3月期第2四半期  1,418百万円 24年3月期  1,566百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成25年 3月期の業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,810 9.8 △130 ― △155 ― △160 ― △41.41



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 4,605,760 株 24年3月期 4,605,760 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 742,061 株 24年3月期 742,061 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 3,863,699 株 24年3月期2Q 3,865,223 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表に対するレビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連需要などから緩やかな景気回復の動きが見られた

ものの、欧州や中国経済の減速、円高の長期化などにより国内経済は足踏み状態となっており、依然として厳し

い状況で推移いたしました。 

 このような環境下、当社は主要顧客を海外生産移転が進むエレクトニクス分野から省エネ家電、自動車、医

療・食品・その他分野へシフトしてまいりました。また、昨年９月末に実行いたしました旧本社不動産の売却と

拠点統合により、販売費及び一般管理費の削減、また、固定費等製造原価の低減にも取り組みました。 

このような取り組みにより、当第２四半期累計期間において売上高は当初の計画を上回り19億14百万円となり

ました。売上総利益以下の損益についても当初の計画を上回る業績で推移し回復途上にあります。しかしなが

ら、2012年７月30日に当社の得意先であるポリマテック株式会社が民事再生手続開始の申し立てを行ったことか

ら、当第２四半期累計期間において１億79百万円の貸倒引当金繰入額を販売費及び一般管理費に追加計上いたし

ました。この結果、営業損失１億35百万円、経常損失１億39百万円、四半期純損失１億48百万円となりました。 

なお、各セグメントの状況は次のとおりです。  

①成形品セグメント 

 本セグメントは、家電、食品容器、自動車、医療機器等の部品もしくは完成品を受注生産・販売するセグメ

ントです。 

 家電業界向けは、昨年春先から初夏に見られた節電効果の高い家電製品への特需の反動で、売上高は計画を

下回ったものの、自動車業界向けは東日本大震災やタイの水害のダメージから回復した既存受注製品が大幅に

上回り、また、当社独自技術のRHCM成形品やインジェクションフィルターによる新規受注により大きく伸張い

たしました。医療・食品その他についてはほぼ順調に推移いたしました。 

この結果、本セグメントの売上高は15億41百万円、セグメント利益は１億51百万円となりました。 

②金型・技術セグメント 

 本セグメントは、当社固有のRHCM成形技術を供与したライセンス収入や、顧客の要望により海外で生産委託

した売上高からのコミッション収入、RHCM成形技術用の機械装置、金型売上高など技術資源を源としたセグメ

ントです。 

 金型売上高は、自動車業界向けが大幅に増加し、家電業界向けは計画通りに推移しました。技術ロイヤリテ

ィ収入及び装置売上高については順調に推移しました。 

この結果、本セグメントの売上高は３億72百万円、セグメント利益は75百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期会計期間末の資産合計は、50億26百万円となり、前事業年度末に比べ３億13百万円減少しまし

た。この主な要因は、現金及び預金の減少１億99百万円及び貸倒引当金の増加１億78百万円等です。 

 負債合計は、36億７百万円となり、前事業年度末に比べ１億64百万円減少しました。その主な要因は、支払 

手形及び買掛金の増加１億36百万円があったものの有利子負債が３億14百万円減少したことによるものです。 

 純資産合計は、14億18百万円となり、前事業年度末に比べ１億48百万円減少しました。その主な要因は、利

益剰余金の減少１億48百万円等です。 

② キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、14億56百万円となりま

した。 

 当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 税引前四半期純損失の計上１億46百万円の減少要因があったものの、仕入債務の増加１億36百万円、減価償

却費１億１百万円等の増加要因により、当第２四半期累計期間において営業活動の結果得られた資金は１億18

百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 有形固定資産の取得による支出６百万円等により、当第２四半期累計期間において投資活動の結果使用した

資金は３百万円となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 長期借入れによる収入１億50百万円、短期借入金の純増加額20百万円の増加要因があったものの、長期借入

金の返済による支出４億84百万円により、当第２四半期累計期間において財務活動の結果使用した資金は３億

14百万円となりました。 

   

（３）業績予想に関する定性的情報 

 2013年３月期の通期業績予想につきましては、2012年８月９日に公表しました業績予想から変更しておりませ

ん。 

   

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。   

   

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。   

   

   

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しております。  

 当第２四半期累計期間においても、業績の本格回復には至っていないため、前事業年度に引き続き、継続企業の前

提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しています。 

 なお、 継続企業の前提に関する事項及びその改善策につきましては、後記「４．四半期財務諸表 （４）継続企

業の前提に関する注記」をご覧ください。 

    

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等

-3-

小野産業㈱(7858)　平成25年３月期　第２四半期決算短信(非連結)



４．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(2012年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(2012年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,655,534 1,456,180

受取手形及び売掛金 1,165,010 1,162,440

商品及び製品 81,766 117,508

仕掛品 37,716 30,531

原材料及び貯蔵品 52,057 48,171

その他 29,655 26,882

貸倒引当金 △14,502 △48,549

流動資産合計 3,007,238 2,793,166

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 985,084 956,516

機械及び装置（純額） 338,419 283,203

土地 249,509 249,509

その他（純額） 72,724 69,723

有形固定資産合計 1,645,738 1,558,953

無形固定資産 7,248 4,475

投資その他の資産   

投資有価証券 14,922 7,989

関係会社株式 140,196 140,196

破産更生債権等 － 144,634

投資不動産（純額） 238,595 238,320

保険積立金 246,200 248,631

その他 39,309 34,349

貸倒引当金 － △144,634

投資その他の資産合計 679,224 669,487

固定資産合計 2,332,212 2,232,915

資産合計 5,339,450 5,026,082
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（単位：千円）

前事業年度 
(2012年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(2012年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 621,590 758,428

短期借入金 1,050,000 1,070,000

1年内返済予定の長期借入金 747,152 788,914

未払法人税等 3,750 4,231

賞与引当金 － 10,000

その他 105,482 103,971

流動負債合計 2,527,975 2,735,544

固定負債   

長期借入金 1,068,802 692,630

退職給付引当金 115,050 121,452

役員退職慰労引当金 45,254 43,633

その他 15,409 14,729

固定負債合計 1,244,516 872,446

負債合計 3,772,492 3,607,990

純資産の部   

株主資本   

資本金 595,916 595,916

資本剰余金 744,503 744,503

利益剰余金 523,995 375,493

自己株式 △297,932 △297,932

株主資本合計 1,566,482 1,417,980

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 475 111

評価・換算差額等合計 475 111

純資産合計 1,566,957 1,418,091

負債純資産合計 5,339,450 5,026,082
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 

 至 2012年９月30日) 

売上高 1,914,051

売上原価 1,687,742

売上総利益 226,308

販売費及び一般管理費 362,188

営業損失（△） △135,879

営業外収益  

受取利息 258

受取配当金 15,958

受取賃貸料 7,937

その他 5,740

営業外収益合計 29,895

営業外費用  

支払利息 29,821

その他 3,583

営業外費用合計 33,404

経常損失（△） △139,388

特別利益  

固定資産売却益 521

特別利益合計 521

特別損失  

固定資産除却損 41

投資有価証券評価損 7,780

特別損失合計 7,821

税引前四半期純損失（△） △146,688

法人税、住民税及び事業税 1,813

法人税等合計 1,813

四半期純損失（△） △148,502
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第２四半期累計期間 
(自 2012年４月１日 

 至 2012年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純損失（△） △146,688

減価償却費 101,113

貸倒引当金の増減額（△は減少） 178,681

賞与引当金の増減額（△は減少） 10,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,620

退職給付引当金の増減額（△は減少） 6,401

受取利息及び受取配当金 △16,217

支払利息 29,821

固定資産除売却損益（△は益） △479

投資有価証券評価損益（△は益） 7,780

売上債権の増減額（△は増加） 2,569

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,670

破産更生債権等の増減額（△は増加） △144,634

仕入債務の増減額（△は減少） 136,837

その他 △1,809

小計 137,084

利息及び配当金の受取額 16,201

利息の支払額 △31,317

法人税等の支払額 △3,766

営業活動によるキャッシュ・フロー 118,201

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △6,459

有形固定資産の売却による収入 1,485

投資有価証券の取得による支出 △1,211

その他 2,680

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,505

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000

長期借入れによる収入 150,000

長期借入金の返済による支出 △484,410

その他 △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △314,414

現金及び現金同等物に係る換算差額 363

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △199,354

現金及び現金同等物の期首残高 1,655,534

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,456,180
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 当第２四半期累計期間（自2012年４月１日 至2012年９月30日） 
報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しています。 

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

当事業年度 
（自 2012年４月１日 

至 2012年９月30日） 

 当社は、前事業年度において営業損失を計上しております。 

 また、当第２四半期累計期間においては、当初の計画営業利益を上回る業績で推移していたものの、2012年７月30

日に当社の得意先であるポリマテック株式会社が民事再生手続開始の申立てを行ったことにより取立不能債権が発生

しました。これにより当社は、 百万円の貸倒引当金繰入額を追加計上するに至り、営業損益以下の損益はいずれも

損失となっています。 

 このため、前事業年度に引き続き、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在していま

す。 

 当社は、当該状況を解消するため、以下の対応策を講じ、実施しています。 

179

(1) 2011年５月に策定した中期３ヵ年経営計画（第70期～第72期）によって変革と成長の推進を図っています。 

(2) 2011年１月に実施した「栃木工場」への組織再編（旧西方工場と旧栃木ＣＲ工場の統合）後、継続的に製造原価

領域の競争力を向上させています。 

(3) 2011年９月に旧本社不動産（埼玉県草加市）を売却し、本社機能を栃木工場（栃木県栃木市西方町）へ移転集約

を完了させたことで、販売費及び一般管理費の削減効果が現れております。引き続き、取締役報酬や諸々の委託

費等の固定費の削減を通じて、継続的に損益分岐点の引き下げを推進しています。 

(4) 自動車、食品、医療等の新旧顧客に対する、営業・技術組織体制を強化・拡充します。現在も得意先との間で新

規案件に対する試作・開発が進行中であり、また、前述の諸固定費が削減されていることから、損益分岐点が低

下しており、営業損益段階での安定的な改善が見込まれます。 

(5) 資金繰りについて 

① 当面の厳しい事業環境を乗り越えるべく、メインバンクを中心に既存取引銀行と緊密な関係を維持しており、

継続的な支援を前提とした資金計画を構築し、必要資金の確保について綿密に連携中です。 

② 2012年４月にメインバンクである株式会社みずほ銀行との間で 百万円のコミットメントライン契約を締結し

ました。 
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 以上のとおり、上記の対応策を進めている途上ですが、これらの施策は、受注動向や経済環境に左右されることか

ら、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。 

 なお、当社の四半期財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影

響を四半期財務諸表に反映していません。 

（５）セグメント情報等

  （単位：千円）

  成形品 金型・技術 調整額 
四半期損益計算書
上計上額（注） 

売上高         

外部顧客への売上高  1,541,714  372,336  －  1,914,051

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 －  －  －  －

計  1,541,714  372,336  －  1,914,051

セグメント利益  151,031  75,277  －  226,308

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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